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ヒノキの花成反応に及ぼす光処理の効果*

長尾精文(1) ・佐々木恵彦(2)

Akinori NAGAO and Satohiko SASAK1 : Effects of Light Treatments 

on Floral Initiation of Chamaecyparis obtusa Seedlings 

" 旨:実生およびサシキグローシのヒノキ 2......3 年生苗木を用い，環境調節施設および自然条件
下において，種々の長日処理を行うことによって花芽形成を誘導した。ヒノキの花芽形成には一定時
間以上の主明期をもっ長日とある強さ以上の主明期の照度が必要であり， 16 時間日長における限界
照度は雄花では 12 klux. 雌花では 21 klux であった。強光になるほど花芽の形成は早く，着生数
も多くなる。照度 42 klux. 16 時間日長では，雌花は 3 週間， 雄花は 4 週間の日長処理期簡を必要
とした。短い主明期のあとに弱光で補光をすることによっても花芽形成を誘導することができるが，
主明期が 25klux の場合には，雌花の分化には最低 10 時間，雄花では 14 時間以上の主明期を必要
とする。つまり，主明期が 14 時間以よあれば補光によって雌雄花芽の形成を誘導することができ
る。補光と同様な長日効果をもっ光中断もヒノキの花芽形成に効果がある。主明期 10-14 時間の場
合，その後の暗期の真中で 2時間 (5001ux) の光中断を行うことによって雌，雄両花の分化が起こ
り，主明期の時間が長いほど光中断による花芽の形成が増加する。自然条件では花芽形成の起とりに
くいグローンでも，花芽形成に対する光中断，長日処理の効果は大きい。
一方，自然光下では，日長の長い 7 月に補光効果が最も大きい。同様に 7 月には光中断の効果も著
しく，真夜中に 2時間の光中断をすることによって花芽の形成を誘導することができる。このように
補光，光中断処理は弱光でもヒノキの花芽形成に効果が著しく，採種困における種子生産への応用が
可能である。

はじめに

39~60 

ヒノキの結実は年によって豊凶の差が著しく，その要因としては，前年の夏の気温や降水量，日照があ

げられている則。

しかし，単純に気温や降水量が影響しているだけでなく，これらの要因と関連する他の条件も関わって

いる可能性がある。たとえば，降水量が少なく，夏の気温が高いということは，光量も充分にあることを

意味しているが，とくに著者らの最近の研究は，ヒノキの花成が光条件によって強く影響されることを示

している。

ヒノキの花芽分化と光条件との関係については，これまでにいくつかの報告があり川副，黄色光および

赤色光下でジベレリン処理をすると，雌・雄花のいずれも分化が促進される。一方，青色光下では雄花は

分化しにくく，雌花は全く分化しないことが知られている制。いずれにせよヒノキは光環境条件の変化に

よって花芽分化を起こしやすい特性をもつものと思われる。

したがって，花芽分化と環境条件の関係を明確にすることによって，ヒノキの花芽分化を制御できる可

能性がある。特に，光量，光質に対するヒノキの生理反応は極めて特異的であり，花芽分化に対して，光

条件は重要な意味をもっ。

ここでは，ファイトトロン人工光室および自然光下におて， ヒノキの花成反応に対する種々の光条件
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(光の強さ，日長時間，日長処理期間，補光および光中断処理)を調べ， ヒノキの花成反応に対する光の

効果を明らかにした。

I 人工先による実験

1. 花芽分化に対する光の強さ，日長時間，処理期間の膨響

( 1 ) 長日条件下において光の強さを変えた場合

これまでの予備実験によると，ヒノキの花芽分化がジベレリン処理なしでも，強光長日条件下で促進さ

れることを確認した則。したがって，まず，長日条件下において，ヒノキの花成反応に対する光の強さの

影響につき検討を行った。

材料と方法

実験材料には， 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いた。この実験材料は，自然条件下において花芽分

化をしやすいことが確認されている制。抑制月下旬にパーミキュライトを入れたおァ一川ワ

グネルポットに 2 本ずつ植えつけた。 1979 年 9 月中旬まで野外で育成し， その後ファイトトロンガラス

室 (25
0

C-200C)に入れた。ガラス室の温度条件は 12 時間ずつの変温で，日中(午前 6 時~午後 6 時)

25
0

C，夜間(午後 6 時~午前 6 時) 20
0

C の温度に設定した。なお，この報告における変温条件の記載法

は (250C-20oC)のようにする。これらの苗木は実験に用いるまで同じ条件で栽培をした。

1979 年 11 月 27 日に，温度条件 250C土 l OC， 湿度 75%土7% (相対湿度) , 強光 16 時間日長に調

節したファイトトロン人工光室に移し，アグリルボックス (H : 80 cm x W : 35 cm x D : 55 cm の，換気

装置付)をかぶせ光の強さを 7 段階に調節した。実験期間中の栽培方法はこれまでに行った実験の場合と

同様にした制。

実験開始時の苗木の大きさは平均苗高でおよそ 47cm であった。処理を始めてから 10 週間栽培し，花

芽の形成が完成したあとファイトトロンガラス室 (250C-200C)に移し， 花芽が充分に発育をしてから

雌・雄花の着生数を調べた。雌・雄花の着生数は各処理区とも 2 ポット(苗木 4 本)の平均値で示した。

結果と考察

光を 7 段階の強さに調節し， 16 時間の長日条件下で育てたヒノキ酋の花芽着生数を Fig. 1 に示す。

雄花についてみると，光の強さによって花成反応に違いがみられる。 42 klux 区で雄花の着生数が最大

値を示している。光の強きが弱くなるにつれて次第に着生数も少なくなる傾向がはっきりと認められる。

1 
12 klux 区で最小値がみられ， 42 klux 区のおよそ一程度に少なくなっている。 3.7 klux 区では雄花

10 

の分化は全く認められなかった。つまり雄花の分化には 12 klux 以上の光量が必要であることを示して

L 、る。

雌花についてみると，雄花の場合とほぼ同じ傾向がみられ， 42 klux 区で最大値を示し，光の強きが弱

くなるにつれて着生数も少なくなり， 21 klux 区で最小値がみられる。雌花の場合には， 21 klux 以下の

18 klux, 12 klux および 3.7 klux 区では雌花の分化は全く認められなかった。つまり雌花の分化には

最小限 21 klux の光量を必要とすることを示している。

このようにヒノキの花芽分化に対する光の強きの効果が認められたが，ヨーロッパアカマツでも光の強

さによって花成反応が影響を受け，遮光処理は雄花の分化をしにくくする則。しかし，マツ類の実用的な
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Fig. 1.ファイトトロン人工光室における長日条件 Fのヒノキの花成反応に
およぼす光の強さ

Effect of light intensity on floral initiation of Chama沼cyparis obtusa 
under the long-day condition in artificial light rooms. Two-yearｭ

old seedlings of T ANZAW A-8 family were used for the experiment. 

The average numbers of male and female strobili were obtained 

from 6 sample plants in each treatment. The experiment was 

carried out from November 27, 1979 to February 5, 1980. 

~- 41 -

種子生産には光の強さはあまり影響しないともいわれているへ同様にスキ、の花芽分化に対する遮光の影

響について行われた実験結果によると，遮光の度合を強くすると分化しにくくなり，相対照度を 15% に

すると分化しなくなるといわれている同。また，偏雄性品種の桑を用いて行われた結果によると， j盛光処

理をすると強い雌性化を示し，自然条件下(自然光下)では雄性化を示すといわれている則。

ヒノキの 1 年生苗木の光ー光合成曲線を調べた結果によると，光飽和点は 20 klux 位で，光補償点は 2

klux 位であるといわれている則。

本実験の場合，光の強さを弱めていくと花芽着生数が少なくなり，雄花は 12 klux，雌花は 21 klux の

光の強さを最小限必要とすることが確認された。さらに花芽の分化時期も強光下で早められ，弱光下で遅

くなることも観察された。したがって，これらのことから，ヒノキの花芽形成には光合成を十分に出来る

光飽和点以上の光量が必要であると考えられる。つまり強い光は花芽の分化と花芽のその後の発達に対し

て影響を与えていると考えられる。

一方，苗木の生長に対する影響は， 光量によって苗木の生長および形態に違いのあることが観察され

た。強光下では主軸の徒長現象はみられないが， 12 klux 以下の光量では，主軸の伸長生長に著しい徒長

現象がみられるとともに，強光下に較べ分枝もかなり少ない。また，雌・雄花の着生位置をみると，雌花

はクローネの上部に，雄花は中間から下部に着生しやすかった。これらのことからも弱光下では形態的に

も花芽分化しにくくなるものと考えられる。

(2) 強光で日長時間を変えた場合

前項の実験で， 16 時間日長下において，雄花の分化には最小限 12 klux，雌花の分化には 21 klux の

光量が必要であることが確認された。ヒノキが花芽分化を起こすために必要な日長を明らかにすることに
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した。したがって，ここでは，自然条件下において花芽分化のしにくい実験材料を加えて，日長時間の影

響を検討するために，強光下で 8 時間， 16 時間および連続光下における花成反応を調べた。

材料と方法

実験材料には， 2 年生ツギキクローン(恵那 3 号，西多摩 3 号) , 自然条件下では花芽分化をしにくい

2 年生サシキクローン(なんごう 1 号) ，および分化しやすい 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いた。

1979 年 3 月下旬に，パーミキュライトを入れた 1 アーノレのワグネノレポットに 2 本ずつ植えつけ，
5000 

実験に用いるまで野外で育成した。

1979 年 6 月 26 日に，温度 250C土 l OC，相対湿度 75%土7% に調節したファイトトロン人工光室(光

の強さは 40 klux) に移した制。移したあと Fig. 2 に示す日長処理をした。実験開始時の苗木の大きさ

は平均苗高でおよそ 45cm であった。

日長処理を始めてから， 10 週間後に，自然光下にもどし， 自然光下で花芽が十分に発育し， 明らかに

花性の識別ができるようになってから，花芽着生数を調べた。日長の効果は 10 週間で充分であり，自然

光の影響はみられなかった。雌・雄花の着生数は各処理区とも 3 ポット(苗木 6 本)の平均値で示した。

結果と考察

異なった長さの強光日長下においた場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 2 (A , B, C, D) に示す。

雄花についてみると， 8 時間日長下ではいずれの実験材料にも分化は全くみられなかったが， 16 時間

の長日長になると，いずれの実験材料にも分化がみられた。その中でも西多摩 3 号に最も多く着生し，続

いて恵那 3 号，丹沢 8 家系，なんごう 1 号の順であった。なんごう 1 号は他の実験材料に較べ着生数が少

1 
なく，西多摩 3 号のおよそ函程度に少なかった。このクローンの場合には，自然条件下において極めて

花芽分化をしにくいといわれている。 しかし，花芽形成の難しいクローンでも雄花の分化には， 16 時間

の強光長日処理が有効であることを示している。

連続光下では， 16 時間日長下と同じくいずれの実験材料にも雄花の分化がみられるが， 材料によって

花成反応に違いがみられる。西多摩 3 号に最も多く着生しているが， 16 時間日長区に較べ少なかった。

続いて丹沢 8 家系，恵那 3 号，なんごう 1 号の順であった。なんごう 1 号が最も少なく，西多摩 3 号のお

よそ;程度であった。西多摩 3 号を除いて他の実験材料は 16 時間日長区に較べ，連続光区の方が着生

数が多かった。つまり雄花の分化には， 16 時間日長で充分なクローンとそれ以上の強光長日がより効果

的であるクローンもあり，光の要求量がクローンによって異なることを示している。

雌花についてみると，雄花の場合とほぼ同じ花成反応がみられた。 8 時間日長下では，いずれの実験材

料にも雌花の分化は全くみられなかった。一方， 16 時間および連続光下では， いずれの実験材料にも分

化がみられ，なかでも西多摩 3 号が最も多かった。なんごう 1 号は雄花の場合と同様に他の実験材料に較

べ着生数が少なく，異なる花成反応を示した。つまり雌花の分化にも， 16 時間以上の強光長日が有効で

あることを示している。

花芽の分化時期についてみると， 16 時間日長下に較べ 24 時間日長下においた方が，分化が早められ

ることが観察された。苗木の生長は， 16 時間日長区で最も良く，統いて連続光区で， 8 時間日長区で最

も劣った。この場合， 16 時間日長下において主軸にいくらか徒長現象がみられた。

これまでの報告によると，ヒノキでは前年の夏期 7 月 ~8 月の気温が平年よりも高く，降水量が例年よ
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Fig_ 2. ファイトトロン人工光室におけるヒノキの花成反応におよぼす日長時間

の影響

Effect of daylength on floral initiation of Chamaecyparis obtusa under 
the high intensity light in artificial light rooms. (A) Two-year-old 

c10nal materials of NISHIT AMA-3, (B) two-year-old seedling materials 

of TANZAW A-8 family, (C) two-year-old c10nal materials of ENA-3, 
and (D) two-year-old c10nal materials of NANGO-l were used for the 

experiment. Light intensity in the main light period was maintained 

at 42 klux. The average numbers of male and female strobi1i were 

counted from 6 sample plants in each treatment. The experiment was 

carried out from June 26 to September 4, 1979. 
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りも少なく，日照量が多い場合には次の年は豊作年となる。カラマツの場合には，開花結実後およそ 2 年

経過したあと，前年の 6 月 ~7 月上旬までの「からつゆJ 現象に伴う高温，多照および降水量が少ない場

合に豊作をもたらすといわれている川町〉。

モミの場合にも， 高温， 多照の気象条件が豊作をもたらすといわれているh カパノキの一種 Betula

vercosa は一般には 5~6 年生にならないと花芽をつけなし、が，長日長または連続光下において栽培する

と， 10 か月位で花芽分化をする。また，コーヒーの一種， Coffea arabi・ca は短日条件下で花芽分化をす
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る刊。一方，桑樹の場合には，短日条件下では雌性化の反応を示し，長日条件下では雄性化の性表現をす

る 18)。

本実験の場合には， 8 時間の短日条件下ではどの実験材料でも花芽の分化は全くみられなかった。つま

り 8 時間日長下では花芽分化はしないものと思われる。

16 時間および強光連続光下では， ジベレリン処理なしでも， 雌・雄花の分化が著しく促進されること

がわかった。特にこれまでに， 自然、条件下において花芽分化の極めて困難であった「なんごう 1 号クロ

ーンJ でも雌・雄花の分化がかなり促進された。 このクローンの場合，他の実験材料と異なり， 16 時間

日長下において雄花に較べ雌花の方が多いという異なった着花特性を示した。他のクローンについては，

雌花の数はクローンによる差は少なく，雄花数の方が日長によって大き〈かわる傾向がみられた。またい

ずれの実験材料についても， 16 時間強光日長下よりも連続光下で花芽の分化期が早まることも確認され

Tこ。

ヒノキの花芽分化には，強光長日条件が重要な要因であると考えられ，強光 16 時間日長下で雌・雄花

のいずれも分化しやすくなるものと思われる。ヒノキの花成反応に対する強光長日の作用には，花芽形成

を誘導するシグナノレ的な要因と，その後の花芽形成と発育に対する光の効果の二つを含んでいるものと思

われる。

(3 ) 強光 16 時間日長の処理期聞を変えた場合

前項の二つの実験結果から， 16 時間の長日では，雄花の分化には最小限 21 klux，雌花の分化には 12

klux の光量が必要であることがわかった。また強光 16 時間および連続光下においては， 自然条件下に

おいて花芽分化をしにくいクローンでも分化が促進されることがわかった。しかし，ヒノキの花芽分化に

はどの程度の日長処理期間を必要とするかどうかまだ明らかにされていない。したがって，ここでは強光

で日長処理をし日長処理期間を変え，花成反応に対して必要な長日処理期間を検討した。

材料と方法

実験材料には， 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いたρ1979 年 3 月下旬にパーミキュライトを入れ

た品。アーノレのワグネルポットにはずつ植えつけ，抑制月下旬まで野外で育成したo 9 月下旬
より実験に用いるまでファイトトロンガラス室 (25 0C-200C) で栽培した。

1979 年 10 月 17 日に，温度 25 0C土 1 0C，湿度 75%士 7%，光の強さ 40 klux に調節したファイト

トロン人工光室に移した。移したあと Fig. 3 に示すように強光 16 時間長日の処理期間を変え，花芽形

成の違いを調べた。実験開始時の苗木の大きさは平均商高でおよそ 50cm であった。実験終了後花芽が

十分に発育してから雌・雄花の着生数を調べた。花芽着生数は各処理区とも 3 ポット(苗木 6 本)の平均

値で示した。

結果と考察

1 週間から 7 週間まで強光 16 時間日長処理期聞を与えた場合の各処理区の花芽着生数を Fig.3 に示

す。

雄花についてみると， 16 時間の強光を 1~3 週間与えた場合には，雄花の分化は全くみられなかった。

16 時間日長区に 4 週間おくと分化が始まり，処理期聞が長くなるにつれてその効果も大きくなる。処理

期聞が最も長い 7週間処理区で最大値を示した。つまり雄花の分化には， 16 時間強光日長条件が 4 週間

以上必要であることを示している。



ヒノキの花成反応に及ぼす光処理の効果(長尾・佐々木) - 45 ー

Duration 01 daylength treatment (weeks) Number 01 male and lemale strobili per plant 

o 3 6 9 12 15 0 20 40 60 80 100 120 

E・E・~"-"-.11・E・・E・・E・-

E・E・~ , "-"-.11・E・・E・E・-

E_....... , "-"-"ーーーーーーーーーー

ーーーー""-"-" " .". ...  -

ーーーー""-""，，"，，，ーーーーーーー

「，，，-，，-，"，，，，，，，，，，，-，，-，，，-，，-，，-~

Duration 01 photoperiod 16 hours (weeks) 

_ : Male strobili 

亡コ: Female strobili 

Fig.3. 人工光下で生育したヒノキの花芽形成誘導に必要な長日処理期間

The duration of long day treatment necessary to induce floral initiation of Cha. 

maecyparis obtusa grown under the arti直cial high intensity light. Two-year-old 

seedling materials of T ANZA W A~8 family were used for the experiment. Light 

intensity of main light period hatched was maintained at 42 klux. The average 

numbers of male and female strobili were counted from 6 sample plants in each 

treatment. The experiment was carried out from October 17, 1979 to January 

30, 1980. 

雌花についてみると，雄花の場合とほぼ同じ傾向がみられ， 16 時間日長区に 1 ，，-， 2 週間おいても雌花

の分化は全くみられなかった。しかし， 3 週間おくと分化がはじまり，処理期間が長くなるとその効果も

大きくなる。処理期聞が最も長い 7 週間処理区で最大値を示した。つまり雌花の分化には， 16 時間強光

日長処理が 3 週間以上必要であることを示している。

これまでの報告によると，自然条件下でのヒノキの花芽分化期聞は， 7 月上旬から 9 月下旬とされ，雄

花でおよそ 80 日，雌花では 70 日位といわれている。また，雌・雄花芽が未分化の状態から大半のもの

が分化をするのに 3 ，，-， 4 週間かかることが観察されている則。

また，自然条件下においてヒノキおよびカラマツが花芽分化をするためには，ヒノキでは高温，多照お

よび少雨の期聞が 7 月，，-， 8 月にかけて，カラマツでは 6 月 "-'7 月上旬の期間を必要とする日)則。これらの

結果からも，ヒノキの花芽分化期にはかなりの違いがあるものと思われる。

林木以外の植物の場合にも，種類によって花芽分化を起こすための処理回数が異なり，短日植物のアサ

ガオ，オナモミでは 1 回の日長処理で花成反応に効果があるが， サルビアでは 17 回，秋菊のシェード

カルチャーでは 30，，-，40 回の処理を必要とする。一方，長日植物のオオパコでは 25 回の処理を必要とす

る四)33) 。

本実験の場合には，ヒノキの花成反応に 16 時間強光日長がきくのは，雌花に対しては 3 週間，雄花に
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対しては 4 週間程度の処理が必要であることがわかった。さらに処理期聞が長いとその効果もより大きく

なることもわかった。つまりヒノキの花芽分化には，強光長日の期闘がつよく影響を与えるものと考えら

れる。

また，ヒノキの花芽分化に対して，強光長日条件下での処理期聞が長いと，雌・雄花のいずれも分化が

促進される理由のーっとして，ヒノキの場合には，樹体が栄養生長を継続しながら生長している新条の茎

端が分化をし，雌・雄花になる特性をもっている。したがって，花芽分化をしやすい条件下に連続してお

かれているために，処理期間の効果がより強まるものと思われる。

2. 花芽分化に対する補光の彫響

( 1 ) 補光による日長延長と主明期の異なる 16 時間日長処理をした場合

前項の実験結果によって，雌花は強光 16 時間日長下に 3 週間おくと分化が始まり，雄花は 4 週間で分

化が始まることがわかった。その効果も処理期聞が長いとより大きくなることも明らかになった。そこ

で， 8 時間日長を弱光の補光によって延長することによって効果が得られないか，また強光 16 時間日長

の一部を弱光でおきかえられなし、かを検討することにした。もし，弱光補光によって花芽形成を誘導する

ことができれば，種子生産のための実用技術として利用することも可能である。したがって，ここでは，

弱光補光によって日長延長をした場合と，主明期の異なる 16 時間日長にした場合の，花成反応に対する

影響を調べた。

材料と方法

8 時間主明期に弱光で補光処理をした場合，実験材料には， 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いた。

1 
1979 年 3 月下旬にパーミキ ライトを入れ十 アールのワグネノレポットに 2 本ずつ植えつけ，実験

ユー 5000

に用いるまで野外で育成した。 1979 年 6 月 26 日に，温度 25 0C土 I OC，湿度 75%土7%，主明期の照度

25 klux，補光期の照度 5001ux tこ調節したグロースキャビネット(コイトトロン， KG 型)に移した。

実験開始時の苗木の大きさは平均商高でおよそ 45cm であった。 日長処理を始めてから 10 週間後の

同年 9 月 4 日に自然条件に出した。

16 時間日長の主明期をへらして弱光補光をした場合， 実験材料には， 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)

1 
を用いた。 1981 年 9 月にパーミキュライトを入れ十一一アールのワグネノレポットに 2 本ずつ植えつけ，

ー 5000

1981 年 11 月中旬までファイトトロンガラス室 (250C-200 C) で育成した。その後実験に用いるまでフ

ァイトトロン人工光室(照度 40 klux，温度 25
0

C士 I OC， 12 時間日長)で栽培した。

1981 年 12 月 16 日に， 温度 250C士 I
O

C ， 湿度 75%土 7%， 主明期の照度 25 klux, 補光期の照度

5001ux に調節したグロースキャピネット(コイトトロン， KG 型)に移した。実験開始時の苗木の大き

さは平均苗高でおよそ 40cm であった。移したあと Fig. 4 (B) に示す日長処理をした。

日長処理は 6 週間の処理期間を与えたあとで， ファイトトロンガラス室 (25 0C-20
0

C) に移した。 8

時間主明期に弱光で補光処理をした場合にも，実験終了後花芽が十分に発育してから雌・雄花の着生数を

調べた。雌・雄花の着生数はいずれの実験で、も，各処理区とも 3 ポット(苗木 6 本)の平均値で示した。

結果と考察

8 時間主明期に続いて弱光で補光処理をした場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 4 (A) に示す。

雄花についてみると，日長条件に対する反応、にはっきりとした違いがみられる。主明期が 8 時間の場合

には，補光を 4 時間， 8 時間行っても，雄花の分化は全くみられなかった。
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Number 01 strobili per plant Phtoperiod in hours Duration 
o 8 16 24 (weeks) 0 20 40 60 80 100 120 

6 
|1'-______  _ 
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_ : Male strobili 

Eコ: Female strobili 

20 30 40 . 

Fig.4. ヒノキの花成反応におよぼす強光主明期後の補光による長日効果

(A) 

50 60 

(8) 
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Effect of supplemental light after main photoperiod with high intensity light 

on floral initiation of Chamaecy仰げs obtusa. (A): Two-year-old seedlings of 

T ANZAW A-8 family were used for the the experiment. The light intensity of 

main light period was maintained at 25 klux. The light intensity of suppleｭ

mental light period hatched was maintained at 500 lux. The average numbers 

of male and female strobili were counted from 6 sample plants in each treaｭ

tment. The experiment was carried out from June 26 to September 4, 1979. 
(B) : Two-year-old seedlings of T ANZA W A -8 family were used for the expeｭ

rimet. The main photoperiods of 10, 12 and 14 hours were supplemented with 
weak light to make a total photoperiod of 16 hours. Experimental conditions 

were similar to (A). The experiment was carried out from December 16, 1981 
to January 28, 1982. 

雌花についても，雄花の場合と同様の傾向がみられ，主明期が 8 時間の場合には，補光を 4， 8 時間行

っても全く分化はみられなかった。一方， 16 時間主明期区のみに分化がみられた。つまり雌花の分化も

主明期が短いと分化しにくいものと思われる。

主明期が 8 時間では，補光で日長を延長しても効果がないことがわかったが，主明期が 16 時間の場合

には効果があるから，日長を 16 時間の一定として，主明期を 10， 12 および 14 時間と変えて，弱光で

補光した。これらの光条件下で生育したヒノキの苗木の花芽着生数を Fig. 4 (B) に示す。

雄花についてみると， 10 時間および 12 時間の強光の主明期のあとに補光処理をした場合には，分化

は全くみられなかったが，主明期を 14 時間にすると後に補光処理をした場合には分化がみられた。 Fig.

4 (A) の実験と同様に 16 時間主明期区においては，雄花の形成が顕著であった。つまり雄花の分化には

14 時間以上の主明期を必要とすることを示している。

雌花についてみると， 10 時間主明期後に補光処理をした場合にも， 多少の分化がみられた。主明期時

聞が長くなるにつれて着生数も多くなる傾向を示し， 16 時間主明期区で最も多く， 10 時間主明期区のお

よそ 20 倍であった。
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つまり雌花の分化は 10 時間の強光主明期でもみられることから，主明期の長さに対して，雄花に較べ

て雌花の方が分化しやすことを示している。

花芽分化の時期についてみると. 16 時間主明期区で雌・雄花のいずれも分化が早く，他の処理区では，

少し遅れて花芽が形成されることが認められた。また，いずれの補光処理区でも主軸の伸長生長に徒長現

象がみられ，主明期時聞が短いほと'その現象が大きい傾向が強かった。

これまでの報告によると， スギ， アメリカネズコ， イトスギおよびコノテガシワで、は， ジベレリン処

理をした場合には，長日条件下では雄花が，短日条件下では雌花が分化しやすくなるといわれてい

る町制制制。 アメリカネズコとイトスギでは， ジベレリン処理で分化した花芽が十分に発育するために

は，短日長 長日長の条件を必要とする。しかし，その要求の度合はアメリカネズコとイトスギでは異な

るといわれている問。

林木以外の植物で調べられた結果によると，キュウリの雄花は 8 時間前後の日長で最も分化しやすく，

それ以上の長日の場合および短い場合には雌花が分化しやすくなる。一方. 8 時間主明期後に 4 時間補光

処理をした場合，光質によってその効果が異なり，赤色光で効果が最も大きい則。

本実験の場合には，主朔期の光の強きは 25 klux であった。 8 時間主明期， 8 時間主明期後に 4 時間

の弱光補光および 8 時間補光処理をした場合にも，雌・雄花の分化は全くみられなかった。スギとアカマ

ツを用いて行われた実験結果では，自然日長下では花芽分化をするが，自然光 8 時間日長下および自然光

12 時間後に 4 時間の弱光補光処理区では雌・雄花のいずれも分化しにくいといわれている川口}。つまり

本実験の場合と同じように，スギおよびアカマツについても主明期時聞が短いと分化しにくいものと思わ

れる。

また，林木の花芽形成と光周性の関係について調べた報告は少なしカラマツ属について行われた実験

結果はあるが，あまりはっきりとした結果は報告されていない叫叫則。ニホンカラマツを用いて行われた

結果によると. 12 時聞から 16 時間の日長条件下で花芽分化をしやすいことから， 中間植物であると考

えられている制。アメリカネズコの例では，雄花は長日もしくは日長が長くなる条件下で，雌花は短日も

しくは日長が短くなる条件下で分化するといわれている叫制。 リンゴでは 16 時間日長下のうちの 8 時闘

を蛍光灯で補光すると，花芽分化はみられないが，主明期 16 時間を白熱灯にすると花芽を分化する刷。

ヒノキでは，主明期が短いと補光をしても雄花は分化しにくく，強光主明期が長くなると分化しやすく

なる。一方，雌花は主明期がある程度短くても，弱光補光によっても分化しやすくなることがわかった。

一方，主明期が長くなるとさらに分化しやすいことも確認された。つまりヒノキの花芽分化において，雄

花は雌花にくらべ長時間の強光を必要とするものと考えられる。

3. 花芽分化に対する光中断の影響

( 1 ) 異なる主明期後に弱光で光中断処理をした場合

これまでに行った一連の実験結果から，ヒノキの花成反応には主明期の長さが重要な役割をしていると

思われたので，長日処理によって花芽分化を誘導する場合，主明期後に連続して補光を行わなくとも，暗

期の中央で短時間の照明によって，少ないエネルギーで長日効果を得ょうと考えた。ここではヒノキの花

成反応における光中断処理の影響を検討するために，主明期後に続く暗期中に弱光で光中断処理をし，そ

の効果を調べた。

材料と方法
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実験材料には， 2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いた。 1981 年 9 月に，パーミキュライトを入れた

1 アールのワグネノレポットに 2 本ずつ植えつけ， 1981 年 11 月上旬までファイトトロンガラス室 (25
5∞0' .---, , '. / 

。C-200C) で育成した。その後実験に用いるまで人工光グロースキャピネット(コイトトロン， KG 型，

照度 25 klux, 25 0 C, 12 時間日長)で栽培した。

1982 年 1 月 24 日に，温度 250C土 I OC，湿度 75%士 7%，主明期の照度 25 klux，時期の中央に 2 時

間蛍光燈 (5∞ Iux，を点燈をするように調節したグロースキャピネット(コイトトロン， KG 型)に移し

た。移したあと Fig. 5 に示すような日長処理を行った。実験開始時の苗木の大きさは平均商高でおよそ

57cm であった。

日長処理開始後 6 週関して，ファイトトロンガラス室 (25 0C-200C) に移し， その後花芽が十分に発

育したあとで花芽着生数を調べた。雌・雄花の着生数は，各処理区とも 2，，-，3 ポット(苗木 4 本"-'6 本)の

平均値で示した。

結果と考察

異なる主明期後の暗期中に弱光で光中断処理をした場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 5 に示す。

雄花についてみると， 10 時間および 12 時間主明期後に光中断処理をした場合には，分化は全くみら

れなかった。しかし， 14 時間主明期後に光中断処理をした場合にはかなりの分化がみられた。 しかし，

量産花の最大着生数は 16 時間主明期区にみられた。つまり雄花は，光中断処理によっても分化するが， 14 

Photoperiod in hours Duration Number of strobili per plant 

o 8 16 24 (w鴎ks) 0 10 20 30 40 50 

ーーーーーーー. 3 
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圃・圃 6 

二

_ : Male strobili 

Eコ: Female strobili 

Fig.5. 人工光で生育したヒノキの花芽分化におよぼす光中断の効果

Effects of light interruption in the middle of dark period by weak light 

on tloral initiation of Chamaecy.抑的 obtusa grown under artificial light 

in the phytotron. Two-year-old seedlings of T ANZA W A -8 family were 
used for the experiment. The light intensity of main light period was 

maintained at 25 klux. The dark period was interrupted by tluorescent 

light at 5∞ lux for 2 hours. The average numbers of male and female 

strobili were calculated from 6 sample plants in each treatment. The 

experiment was carried out from January 28 to March 11, 1982. 
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時間の主明期を必要とすることを示している。雌花についてみると， 10 時間主明期後に光中断処理をし

た場合にも分化がみられた。主明期時聞が長くなるにつれて次第に雌花の分化が多くなる傾向がみられ

る。光中断処理をしない 16 時間主明期区に最大値がみられた。つまり雌花の分化は，光中断処理によっ

て分化をするが，光中断の効果は主明期時聞が長いとその効果も大きくなることを示している。

これまでに林木の花成反応に対する光中断の影響について行われた実験結果はほとんどなく，効果も認

められていない。自然光 10 時間後の暗期の中間に弱光で 2 時間の光中断処理をしたが，カラマツの花芽

形成には影響を与えなかった則。

一方，林木以外の植物についてはいくつかの例があり，長日性キュウリを用いた実験結果によると，赤

色光で光中断をすると，赤色光以外のいずれの光質(白色，青色光，黄色光および遠赤色光)よりも雌花

の分化に対して効果的であるといわれている則。

さきに行った弱光による補光処理の実験で，補光処理によって 16 時間日長にした場合， 10 時間およ

び 12 時間主明期後に補光処理をすると，雌花は分化をするが，雄花は分化しにくいこと，一方， 14 時間

主明期後に補光処理をすると，雌・雄花のいずれも分化しやすくなることを明らかにした。

本実験の場合には， 10 時間以上の主明期後に光中断処理をすると， いずれの処理区でも雌花は分化を

するが，雄花は 14 時間主明期後に光中断処理をすると分化をすることが確認された。

つまりヒノキの花芽分化では，雌花は主明期が短くても光中断，弱光による補光によって分化しやすい

が，雄花は分化しにくい。一方，主明期時間が長くなると雌・雄花のいずれも分化しやすくなる。したが

って，雄花の分化には，主明期の長さが一つの重要な要因であると考えられ， 12 時間以下の主明期条件

下では分化しにくいものと考えられる。

ヒノキの花成反応に対して光中断処理が効果的であることが確認されたので，これからはより効果的な

光中断処理の方法をみいだすために，光中断処理における光質，時間の長さ，光の強さおよび時間相等に

ついてさらに検討する必要がある。また光中断処理の効果における主明期の光の強さも検討しなければな

らない問題の一つである。

E 自然光下における花芽形成のための実用化試験

これまで，ヒノキの花成反応に対する光条件の影響について，ファイトトロン人工光室において検討し

てきた。その結果，ヒノキの花芽形成は，ジベレリ γ処理なしでも，強光 16 時間日長下で 3-4 週間処

理をすると，雌・雄花のいずれも分化することがわかった。特に，自然光下で花芽形成が困難なクローン

でも強光 16 時間以上の日長下では花芽分化が促進されることもわかった。さらに， 12 時間以上の主明期

後に補光や光中断処理を行うと，雌・雄花のいずれも分化することがわかった。これらの実験結果をさら

に進め，自然光下においてヒノキの花成反応に対する日長，補光および光中断処理の効果を明らかにする

ことにより，林木育種事業および林木育種研究の場に応用できる可能性がある。

したがって，ここではヒノキの花成反応に対して，自然光下での自然日長後に続いて強光による補光処

理，時期をかえて弱光による補光処理および光中断処理を行い，花芽形成の誘導を行った。

1. 花芽分化に対する補光の効果

(1) 自然日長に続いて強光で補光処理をした場合

ファイトトロン人工光室?とおける実験の結果，自然光下において花芽分化をしに〈いクロー γでも， 16 
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ジベレリン処理なしでも花芽分化が促進されることが明らかになっ時間以上の強光長日処理によって，

ヒノキの花成反応に対する影響を調べた。た。ここでは自然日長に続いて強光で補光処理をし，

材料と方法

畑土を入れた深型の

品アーノレのワグネノ出トにはずつ植えつけ，実験に用いるまで野外で育成した。
1981 年 7 月 20 日に大型温室(高さ: 8m，広さ: 150m2, 

2 年生実生苗木(丹沢 8 家系)を用いた。 1981 年 3 月下旬に，実験材料には，

日中の温度が 350C 以上になると犬走り

8 月 3 日， 10 日，7 月 20 日より 7 月 27 日，の冷却用散水装置が作動し温度制御ができる)に移し，

17 日および 24 日まで処理期聞を変えて補光処理を行った。

補光処理は，日没のおよそ 15 分前より午後 9 時まで行った。実験に用いた補光用人工光源には，陽光

ランプ 10 灯 (400 W, D-400，東芝電機 KK 製)を用い，光源は床面よりおよそ 200cm の所に横一

植物に当たる列に 90cm 間隔で取り付けた。人工光源より植物の頂端部までおよそ 80cm であった。

補光の明るさは苗木の頂端部でおよそ 8∞o lux であった。

実験に用いた苗木の大きさは平均商高でおよそ 45cm であった。大型温室において所定の期間補光処

理を行ったあと，自然条件に戻し，その後花芽が十分に発育してから花芽着生数を調べた。花芽着生数は

各処理区とも 3 ポット(苗木 6 本)の平均値で示した。

結果と考察

自然日長に続いて強光で補光処理をし，処理期聞を変えた場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 6 に示

す。
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Fig. 6. 自然光下におけるヒノキの花芽形成に及ぼす強光による補光の効果

Effect of high irradiance supplemental light on floral initiation of Chamaecyｭ
paris obtusa grown under natural light conditions. Two-year-old seedlings of 

T ANZA W A -8 family were used for the experiment. High irradiance suppleｭ

mental light of 8 klux was switched on 15 minutes before sunset and switched 

off at 9.00 p.m・. The average numbers of male and female strobi1i were cal・
culated from 6 sample plants in each treatment. The experiment was carried 
out from July 20 to August 24, 1982. 
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雄花についてみると，補光処理によって花成反応に違いがみられ，補光処理後まもなく分化が始まれ

1 週間後にはおよそ 50% の雄花が分化する。 2 週間後には 75% が分化し， 3 週間後にはほぼピークに

達する。その後も分化は続くが着生数は多くない。

雌花についてみると，雄花の場合とほぼ向じ傾向がみられ， 1 週間補光処理区でもかなり多くの雌花の

分化がみられる。補光処理の期間を長くするとその効果も大きくなり， 7週間処理区で最大値を示すが，

2'"'-'4 週間処理区とあまり違いがみられない。

雌花の分化も，補光処理後まもなく始まり， 1 週間後には最大数のおよそ 50%， 2 週間後にはおよそ

80% の分化がみられる。 3週間後にはほぼピ-!I に達する。その後も分化は続くが着生数としては多く

ない。

これまでの報告によると，自然条件下におけるヒノキおよびカラマツの花芽分化は，前年度の夏期の温

度が平年よりも高く，降水量が少なく，日照量が多い場合にはその年は豊作であるといわれている叫問。

モミについては，気象条件とクロトウヒの頂芽の生長の解剖学的な研究を対比させ，夏期の高温多照は花

芽分化に好適であるといわれている円。 ヨーロッパアカマツでは 7 月の日照時聞が結実と最もつよい関係

があるらしい・}的。パ γタ九マツおよびドイツトウヒの例では， 高温条件が花成反応を促進させるといわ

れている1河川叫。

本実験の場合，さきに行ったファイトトロン人工光室での実験結果と較べ，花芽分化期がかなり早めら

れている。このことは，この実験の場合には，実験場所が温室のために，外気温に較べ最高 100C 位高温

になること，またポット植えのために地温も高くなり比較的乾燥しやすい条件下におかれているために，

花芽形成の時期がより早まったものと考えられる。

(2) 自然日長に続いて弱光で時期をかえて補光処理をした場合

前項の実験結果で，自然日長に続いて強光で 2 時間程度の補光処理をすると，雌・雄花のいずれの分化

にも効果的であることが明らかになった。

しかし強光で補光処理を行う場合には，施設としても大型のものを必要とするし，またエネノレギー消費

も多くなる。したがって，省エネルギーの面からも強光補光処理の効果に代わりうる効果的な方法として，

弱光による補光の効果について検討するために，自然日長に続いて弱光による補光処理の効果と時期の影

響について調べた。

材料と方法

実験材料には， 2 年生サシキタロ -y (尾鷲 8 号)および 3 年生実生苗木(丹沢 8家系)を用いた。

1 _ 1 
1982 年 3 月下旬に，畑土を入れ十一一および一一アールのワグネルポットに 2本ずつ植えつけ，実

ー 5∞o 1 - - - 2ωo 

験に用いるまで野外で育成した。

1982 年 7 月 2 日， 8 月 2 日， 9 月 2 日および 10 月 2 日と， 時期を変えて林業試験場構内(茨城県稲

敷郡茎崎町)の道路照明用街灯 (400W 水銀灯)の下においた。いずれの処理時期にも 3 週間の補光処

理を行った。補光処理は日没のおよそ 15 分前より午後 9 時まで行った。補光の明るさは実験材料の頂端

部でおよそ 5001ux であった。

実験で用いた苗木の大きさは， 2 年生サシキグロー γでは平均苗高でおよそ 35 cm, 3 年生実生苗木

でおよそ 67cm であった。実験終了後は自然光下に戻し， 花芽が十分に発育してから雌・雄花の着生数

を調べた。各処理区の花芽着生数は各処理区とも 2 ポット(苗木 4 本)の平均値で示した。
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Fig. 7. 自然光下におけるヒノキの花芽形成に対する弱光による補光効

果とその季節約変動

Effect of low irradiance supplemental light on floral initiation 

of Chamaecyparis obtusa under natural daylight and its seasonal 
variations. (A) Two-year-old clonal materials of OW  ASE-8, 
and (B) three-year-old seedligs of T ANZA W A -8 famiIy were 

used for the experiment. The low irradiance supplemental light 

at 500 lux was set from 15 minutes before sunset to 9.00 p.m. 

The average numbers of male and female strobi1i were calcuｭ
lated from 6 sample plants in each treatment. The experiment 

was carried out from July 2 to October 2, 1982. 

21 21 21 21 

結果と考察

自然日長に続いて弱光で時期を変えて補光処理をした場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 7 に示す。

(A) は 2 年生サシキ苗， (B) は 3 年生実生苗の場合である。

7 月処理区で雄花の着生数が最大値を示している。

7 月処理区のおよそl程
10 

3 年生実生苗木の場合に

2 年生サシキクローンでは，雄花についてみると，

9 月処理区で最小値を示し，8 月以後処理時期が遅くなると分化しにくくなり，

度に少なくなっている。 10 月処理区では雄花の分化は全く認められなかった。

8 月処理

区では 7 月処理区に較べ少なくなり， 9 月以後処理時期が遅くなると雄花の分化は全くみられなかった。

とくに雄花の分化には，補光の時期は早い方が効果的であることを示している。

7 月処理区で最大値がみられ，2 年生サシキクローンの場合とほぼ同じ様な傾向がみられ，も，
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雌花についてみると， 2 年生サシキクローンでは，雄花の場合とほぼ同じ傾向がみられ， 7 月処理区で

雌花の着生数は最大値を示し， 8 月以後処理時期が遅くなると分化しにくくなり， 9 月処理区では 7 月処

理区のおよそt程度に少なくなっている。 10 月処理区では雌花の分化も全くみられなかった。 3 年生実

生苗木の場合にも， 2 年生サシキクローンとほぼ同じ傾向がみられ， 7 月処理区で最大値を示し，処理時

期が遅くなると分化しにくくなり， 10 月処理区では全く分化がみられなかった。つまり雌花の分化にも，

補光処理の時期は早い方が効果的であることを示している。補光処理をしない区では，いずれの処理時期

でも雌・雄花の分化は全く認められなかった。

これまでの報告によると，ヒノキの花成反応は温度条件によって異なり，低温条件 (20 0C-WC) に

較べ高温条件 (300C-25 0C)下で分化しやすくなる刷。スギではジベレリン処理をした場合， 時期によ

って花成反応が異なり，自然日長が長い時期には雄花が分化しやすいが，雌花は分化しにくい。一方，自

然日長が短くなると雄花は分化しにくく，雌花が分化しやすくなる。これらの花成反応は光条件の季節的

な変動によると考えられている則。コーヒーの樹では， 8 時間の短日条件下で花芽を分化するが，温度条

件によって強く影響を受け， 20oC-140C でも分化はするが極めて少ない。一方， 30oC-230C の温度条

件下では最大値を示すといわれている制。

ヒノキの花芽分化については， 自然日長が最も長い時期に補光処理を行うと，その効果も大きくなり

雌・雄花のいずれも分化しやすくなり， さらに高温条件下でその効果もより大きくなるものと考えられ

る。

一方， 自然日長が短くなった時期に補光処理をすると， 自然日長時間が短いとともに外気温も低くな

り，雌・雄花のいずれも分化しにくくなるものと考えられる。これらのことから，ヒノキの花成反応と温

度条件との関係についてはさらに検討を必要とする。

2. 光中断による花芽形成の促進

( 1 ) 自然日長後の暗期中に光の強さを変えて光中断処理をした場合

ファイトトロン人工光室において行った実験の結果，異なる主明期後の暗期中に弱光で光中断処理をす

ると，ヒノキの花芽形成が促進されることがわかった。また，自然日長後に続いて弱光で補光処理を行う

と，雌・雄花のいずれも分化が促進されることもわかった。この二つの実験の場合には，比較的少ないエ

ネルギーで花芽分化が促進されている。

ここでは，ヒノキの花芽分化を簡単な施設と少ないエネルギーで促進する一つの試みとして，自然日長

後に続く暗期中に弱光による光中断処理の効果について検討することを考えた。自然日長後の暗期中に異

なる 3 種類の光によって光中断処理を行い，ヒノキの花成反応に対する効果を調べた。

材料と方法

実験材料には， 2 年生サシキクローン(三重 8 号)， 2 年生実生苗木および 3 年生実生苗木(いずれも

1 
丹沢 8 家系)を用いた。 1982 年 3 月下旬に，畑土を入れた出面アーノレ(深型)および扇面0 アールの

ワグネルポットに 2 本ずつ植えつけ，実験に用いるまで野外で育成した。

1982 年 7 月 2 日に大型温室(前項の自然日長に続いて強光で補光処理をした施設と同じもの)に移し，

7 月 2 日より 7 月 23 日までの 21 日間に亙って光中断処理をした。光中断処理の時間は午後 11 時より

午前 1 時までの 2 時間行った。
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Fig. 8. 自然、光下におけるヒノキの花芽形成に及ぼす光中断処理の効果

Effect of light interruption on floral initiation of Chamaecyparis olJtusa under natural 
daylight. (A) Two-year-old seedlings of TANZAWA-8 family, (B) three-year-old 
seedlings of TANZAWA-8 family, and (C) two-year-old c10naI materiaIs of OWASE-

8 were used for the experiment. The light interruption at 100, 500 and 10∞ Iux 

was scheduled for 2 hours from 11.00 p.m. to 1.00 a.m. The average numbers of 
male and female strobili were calculated from 6 sample plants in each treatment. 

The experiment was carried out from July 2 to July 23, 1982. 

床面より昼光色 40Wx2) を 5 灯用い，蛍光灯(逆富士型 2 灯用，光中断処理に用いた人工光源は，

およそ 2m の位置に横に直線状に並べて取り付けた。光中断処理で与えた人工光の明るさは，実験材料

と光源との距離を変えることによって， 100 Iux, 500Iux および 1000Iux の 3 種類とした。処理期間中

光中断処理時のは苗木の植えつけてあるワグネルポットを 1 日おきに 180 度回転させることによって，

光条件ができるだけ同じくなるようにした。

2 年2 年生サシキクローン(三重 8 号)では平均苗高でおよそ 34cm，実験に用いた苗木の大きさは，

3 年生実生苗木(いずれも丹沢 8家系)ではおよそ 65cm であった。所生実生苗木ではおよそ 38cm，

定の光中断処理を与えたあと，野外に出し花芽が十分に発育してから花芽着生数を調べた。雌・雄花の着

2 年生実生苗木では各処理区とも 3 ポット(苗木 6 本)， 3 年生実生首木および 2 年生サシキク

ローンでは各処理区とも 2 ポット(苗木 4 本)の平均値で示した。

生数は，

結果と考察

自然日長後の陪期中に異なる強さの光で光中断処理をした場合の各処理区の花芽着生数を Fig. 8 に示

す。

雄花についてみると，光中断処理によって雄花の分化が促進される。光中断処理の効果も光中断処理中

に与える光の強さによって異なり，光の強さがつよまるにつれて効果も大きくなる傾向がみられる。実験

2 年生および 3 年生実生酋木のいずれもほぼ同じ傾向がみられた。に用いた 2 年生サシキクローン，
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つまり雄花の分化には，自然日長後に続く瞭期を短時間の弱光で中断することが効果的であることを示

している。

雌花についてみると，雄花の場合とほぼ同じ傾向がみられ，光中断処理によって雌花の分化が促進され

る。その効果は光の強さがつよくなるとより効果的である傾向がみられた。これらの傾向はし、ずれの実験

材料についても同様であった。

つまり雌花の分化にも，自然日長後に続く暗期を短時間の弱光でもって中断をすることが効果的である

ことを示している。

林木以外の植物の例では， キュウリは光中断処理中に与える光量を多くすると効果が大きくなる。 ま

た，時間も長い方がその効果も大きくなり，キュウリの花成反応，特に性分化にはフィトクローム系が関

与していると考えられている則。

自然条件下では， 自然日長が長い時期に光中断処理をすると効果も大きくなるといえそうである。な

お，光中断処理をしない場合には花芽の分化は全くみられなかった。

また，本実験の場合には，さきにファイトトロン人工光室において行った実験結果に較べて，光中断処

理の効果が大きく現れた。夏期に温室内において実験をしたために，外気温に較べかなり高温条件下にな

り，また，温室内のために屋外に較べ比較的乾燥状態となる。これらの条件やさらに自然日長が長い時期

に光中断処理をしたことなどが一層光中断処理の効果を高めたものと考えられる。

今後は光中断処理の効果について，光中断処理の時間帯，光中断処理の時間の長さ，光質，時期，分断

回数および光中断中の温度条件との関係についても検討をしたい。一方，これらの一連の実験結果を実際

の林木育種研究や採種園施業に対して利用する一つの試みとして，地植えの実験材料を用いて，いろいろ

な光処理を与え，その効果についても検討する必要がある。

本研究を遂行するに当たり，種々のご指導をいただいた林業試験場造林部長浅川澄彦博土，横山敏孝種

子研究室長に厚くお礼申しあげる。
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E:tJects of light treatments on fioral initiation of Cham.aecyparis obtusa seedlings. 

Akinori NAGAO(l) and Satohiko SASAKI(2) 

Summary 

Experiments were carried out to determine the effects of various light treatments on 

floral initiation of Chamaecy仰ris obtusa seedlings. The floral initiation of Chamaecyparis 

obtusa seedlings can be manipulated by light intensity and photoperiod. 

Light intensity: The male and female strobili formations can be initiated by high light 

intensities of artificial light with more than 12 klux for male strobili and over 21 klux for 

female strobili in a 16-hour photoperiod. With the 16・hour photoperiod, the seedlings 

treated with high intensity light initiated the flowers much faster than those treated with 

low intensity light. 

Photoperiod: The photoperiod has a close correlation with the light intensity to initiate 

the flowering of Chamaecyparis obtusa seedlings. Generally, a long day with high intensity 

light favours the initiation of flowering. Even under the natural light condition, the long 
day treatment supplemented with a high discharge lamp promoted the initiation of 宜ower・

ing. The development of the maJe strobilus was accelerated by the continuous light much 

more than by the 16・hour photoperiod. Also, the male strobilus initiation required at least 
4 weeks of the treatment. Our observations indicate that the male strobili required the 

long day as well as strong light conditions. The female strobili were also dependent on 

the long day, but signi自cantIy less than male strobili, as the female strobili were formed 

within 3 weeks after the initiation of long day treatment. 

The long day treatment with the high intensity light can be partially substituted by 

the weak supplemental light. The ma!e strobili were induced by the weak supplementallight 

of at least 500 lux for two hours after the 14-hour main photoperiod with the high intenｭ

sity light. For the female strobili, even with the 10-hour main photoperiod with the high 
intensity light the weak light supplement at 500 lux for 6 hours could induce flowering. 

Also, under the naturallight conditions, the weak light supplement with 500 lux fluorescent 
lamp from the time of sunset to 9.00 p.m. was successful to initiate the flowering during 

the summer months, bu,t gradually the promotive effect of the supplemental light decreased 

and toward the end of growing season. This is caused probably by declines in temper炙ure 

and radiation, and also shortening of the daylength. 
Light interruρtion (light break): Instead of giving the long day treatment with the 

supplemental light, the light interruption during the dark period was effective to initiate 

both the male and female strobili of Chamaecyρ'aris obtusa seedlings. U nder the artificial 

light at 25 klux with the photoperiod of 12 hours, the light interruption with the 500 lux 
fluorescent lamp for two hours could induce the female strobili alone. However, under 

the 14-hour photoperiod, the two hour-1ight interruption induced both the male and female 
strobili. Also, under the natural light conditions during the month of July, the light interｭ
ruption with 1∞， 500, and 1000 lux for two hours at midnight induced both the male and 
Re田ived Augusu 27. 1984 
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female strobili abundantly, and even more flowers were formed at higher light intensities 
of the light interruption. Those results indicate that appropriate manipulations of light 

are useful means of controlling the flower initiation of Chamaecyparis obtusa seedlings. 

Particularly, light interruption and light supplement can be used for the seed production 

of Chanωecyparis obtusa seed orchards. 


